
 

 

 

 

               

  

なせば成る≒志＋挑戦する心とあきらめない姿勢 

校長 佐藤勝俊 
 

２月を迎えました。登校時間の校門では、日影の部分が太陽の角度の変化でだんだ
んと減ってきていることに気づきます。まだまだ陽差しが少ない校門ですが、生徒の
皆さんの元気な挨拶が私の心を温かくしてくれます。  
「自らあいさつ」を日頃から心がけている生徒の皆さんにはいつも感謝していま
す。ありがとうございます。「相手（仲間）を思いやる心」と「感謝する心」を忘れ
ずに「自らあいさつ」を今後も続けていきましょう。 
 
なせば成る なさねば成らぬ何事も 
 成らぬは人の なさぬなりけり 
 
この言葉をどこかで聞いたことがありま
すか。 
江戸時代、わずか１６歳で藩主になり、
ぜいたくばかりしていたことで危機的だっ
た米沢藩の財政を見事に建て直した人物・
上杉鷹山（うえすぎようざん）公の言葉で
す。 
上杉鷹山公の活躍は世界にも知られ、ジ
ョン・Ｆ・ケネディ元アメリカ大統領が尊
敬する人物としてその名を挙げたと言われています。 
私は、「小説 上杉鷹山」（童門冬二さん著書）を読んでその生涯にわたる活躍を
知りました。十代にして何という行動力、そして藩主が率先してこれまでにないもの
に挑戦する心、藩の財政を建て直すためにあきらめずに続けた姿勢とその決断力に感
動しました。そして、それができたのはなぜか。米沢藩に暮らす民の生活をよくしよ
うという「志」があったからだと考えています。 
私は、『なせば成る』≒「志」＋「挑戦する心とあきらめない姿勢」だととらええ
ています。有名な言葉ですので、どんな意味が込められているのか興味のある人はぜ
ひ調べてみてください。 
最高学年は卒業まで１か月半、月末には県公立高等学校入学者選抜の検査が控えて
います。『なせば成る』この言葉をエールとして送ります。また、先月スキー教室で
一段と成長した２年生の皆さん、今月のスキー教室に挑む１年生の皆さん、今なすべ
きことを行動しましょう。『なせば成る』です。 
志に燃える富士中学校、今月も皆さんの活躍を心から期待しています。 
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